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特　集
　

東
松
島
市
野
蒜
の
有
限
会
社
ア
グ
リ
ー
ド
な
る
せ
は
、従
業
員
14
人
で
、

水
稲
52
㌶･

麦
33
㌶･
大
豆
35
㌶
を
栽
培
。ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
を
積
極
的

に
導
入
・
利
用
し
、安
定
的
な
生
産
と
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
２
月
に
、安
定
的
な
農
業
経
営

を
実
現
し
た
い
と
法
人
化
し
ま
し
た
。東
日

本
大
震
災
を
経
て
、被
災
農
地
の
復
旧
に
合

わ
せ
圃
場
の
集
積
を
行
って
き
ま
し
た
が
、地

力
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
収
量
が
安
定
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
一
方
で
、経
営
規
模
の
拡
大
か
ら
、労
働
力

不
足
と
い
う
問
題
も
出
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、平
成
29
年
に
圃

場
や
作
業
の
管
理
を
デ
ー
タ
化
で
き
る「
営

農
支
援
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
ま
し
た
。現

在
は
、ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ほ
か
、食
味・

収
量
セ
ン
サ
ー
付
き
自
動
走
行
コ
ン
バ
イ
ン

や
直
進
キ
ー
プ
機
能
付
き
田
植
機
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
を
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
導
入
後
は
、自
動
走
行
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
人

的
収
穫
作
業
時
間
が
、導
入
前
と
比
べ
40
％

以
上
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
り
取
り
時
に
計
測

し
た
収
量
デ
ー
タ
は
、収
量
マッ
プ・地
力
マッ

プ
に
落
と
し
込
み
、次
回
作
の
施
肥
量
に
反

映
さ
せ
、乾
燥
作
業
に
も
有
効
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
で
次
世
代
の
若
者
に
、農
業

の
楽
し
さ
と
面
白
さ
を
伝
え
、地
域
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

効
率
化
を
徹
底
し
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を

有限会社アグリードなるせ
代表取締役社長

  髙
た か

 橋
は し

  壯
ま さ

 年
と し

 さん（68）

東松島市

「スマート農業の魅力を次世代につないでいきたい」と髙橋さん

コンバインの刈り取りデータが自動でPCに送信されるため、データを利用した
効率的な作業が可能

圃場形状を入力することで、自動で生成した最も効率的なルート
での作業ができる

   
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
を
導
入

　

丸
森
町
舘
矢
間
の
有
限
会
社
半
澤
牧
場
で
は
、乳
牛
約
２
５
０
頭
と
肉
牛

約
１
５
０
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、個
体

ご
と
の
管
理
や
飼
育
管
理
な
ど
を
効
率
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
疾
病
や
発
情
の
見
逃
し
に
よ
る
損
害
を
減

ら
す
た
め
、牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
ま
す
。子
牛
か
ら
親
牛
ま
で
、首
元
に
ベ
ル

ト
式
の
セ
ン
サ
ー
を
装
着
し
、採
食
、起
立
、

反は
ん

芻す
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
か
ら
個
体
ご
と

の
健
康
状
態
が
受
信
機
に
送
ら
れ
ま
す
。シ

ス
テ
ム
に
は
繁
殖
記
録
や
治
療
記
録
、作
業

の
記
録
も
残
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
個
体
ご
と
の
情
報
は
、牧
場
に
い
る
ス
タ
ッ

フ
が
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
、牧
場
全
体
で
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

牛
の
健
康
状
態
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

飼
育
管
理
の
向
上
、疾
病
や
発
情
な
ど
の
重

要
な
兆
候
の
早
期
発
見
に
役
立
ち
、事
故
率

の
低
減
や
生
産
性
の
向
上
、事
務
の
省
略
化

に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

　

今
後
は
、牧
草
な
ど
の
作
付
面
積
を
増
や

し
飼
料
の
自
給
率
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、敷
地
内
に
併
設
し
て
い
る
、Ｏ
Ｐ
Ｕ

（
生
体
内
卵
子
吸
引
）に
よ
る
体
外
受
精
卵

を
生
産
す
る
た
め
の
施
設
を
活
用
し
、遺
伝

的
能
力
の
高
い
牛
の
子
牛
を
増
産
し
改
良
を

重
ね
る
こ
と
で
、生
産
性
の
更
な
る
向
上
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

技
術
を
取
り
入
れ
牛
の
健
康
を
守
る有限会社半澤牧場

代表取締役

  半
は ん

 澤
ざ わ

  善
よ し

 幸
ゆ き

 さん（57）

丸森町

「個体ごとに管理し、より良い牧場経営をしたい」と半澤さん

哺乳ロボットとつながっているベルト式
センサー

哺乳ロボット
   

牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

スマスマーートト農業農業
のの導入導入

のの 導入導入

　社会全体でＡＩ（人工知能）や  産業ロボットなどの先端技術
が活用されている中、農業にも  積極的に取り入れられる時代
がやってきています。
　今回の特集は、持続可能な「  農業の発展」を支えるスマー
ト農業に取り組んでいる、３組  の農業者を紹介します。

センサーで健康状態を管理
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特 集特 集
　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
使
わ
れ
る
農
業
機
械

は
、人
手
不
足
の
解
消
や
重
労
働
か
ら
の

解
放
に
向
け
た
超
省
力
化
や
高
品
質
生

産
を
可
能
に
す
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。し
か
し
、最
新
技
術
を
導
入
し
て
い

る
た
め
、従
来
型
よ
り
初
期
費
用
や
維
持

費
が
高
額
に
な
る
う
え
、事
故
が
起
き
る

と
修
理
費
や
再
取
得
費
用
の
負
担
増
加

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
で
は
、そ

う
し
た
不
安
を
払
拭
し
、安
心
し
て
農
業

経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
加
入
共
済
金

額
の
限
度
額
を
３
０
０
０
万
円
に
引
き
上

げ
、下
の
表
に
あ
る
補
償
を
提
供
し
ま
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
具
は
、自
動
化
の
度
合
い

で
レ
ベ
ル
１
～
３
の
３
段
階
に
分
類
さ
れ
ま
す

（
左
記
参
照
）。レ
ベ
ル
２
や
レ
ベ
ル
３
の
農

機
具
は
使
用
者
が
離
れ
て
い
て
も
高
精
度
な

作
業
を
行
え
ま
す
。ま
た
、盗
難
や
火
災
時

の
金
銭
的
リ
ス
ク
も
大
き
い
で
す
。

　
レ
ベ
ル
２
の
農
機
具
は
、火
災
共
済
に
限
り

加
入
で
き
ま
す
。高
額
だ
か
ら
こ
そ
、万
が
一

の
事
態
に
備
え
農
機
具
共
済
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

　
令
和
８
年
４
月
よ
り
、農
機
具
損
害
共
済

は
１
台
あ
た
り
の
加
入
共
済
金
額
の
限
度
額

を
２
０
０
０
万
円
か
ら
３
０
０
０
万
円
ま
で

に
引
き
上
げ
、高
額
な
農
業
機
械
も
新
調
達

価
額
を
上
限（
３
０
０
０
万
円
を
越
え
る
場

合
は
３
０
０
０
万
円
）に
補
償
し
ま
す
。

農機具
共済

高
額
な
農
機
具
に
も
万
全
な
補
償
を

高
額
な
農
機
具
に
も
万
全
な
補
償
を

使用者が搭乗した状態での自動化が可能な機体

ほ場内やほ場周辺からの監視下で、無人状態での
自動走行が可能な機体

遠隔監視下で、無人状態での完全自動化が可能な
機体

※レベル１の農機具は火災共済と総合共済のどちらにも加入できます
※レベル２の農機具は火災共済のみ加入できます
※レベル３の農機具は加入できません

ロボット農機具とは、無人でほ場内を自動走行できる
農機具をいいます

レベル２

レベル１

レベル３

新調達価額2,500万円の自脱型コンバインが火災事故
（一部焼損）に遭い、修理費用が1,500万円となった場合

共済金の支払例

満額加入できる
ようになり、

共済金が
300万円プラス！

特約付帯で
さらに共済金が
150万円プラス！

共済金額 2,000万円
（これまでの加入限度額）

 【支払共済金】

1,200万円
共済金額　 2,000万円
新調達価額 2,500万円

＝ 1,200万円
  （災害共済金）

損害額
1,500万円 ×

共済金額 2,500万円
（満額加入） 1,500万円

共済金額　 2,500万円
新調達価額 2,500万円

＝ 1,500万円
  （災害共済金）

損害額
1,500万円 ×

共済金額 2,500万円
（臨時費用担保特約付帯） 1,650万円

災害共済金 1,500万円 ＋ 臨時費用共済金 10％ 150万円 ＝ 1,650万円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（支払共済金）

農
機
具
共
済
の
加
入
共
済
金
額
の

上
限
が
３
０
０
０
万
円
ま
で
に

多
発
す
る
盗
難
や
も
し
も
の
火
災
に

～
レ
ベ
ル
２
は
火
災
共
済
！
～

栽培管理システムで生育環境を管理

　

震
災
を
機
に
就
農
し
、８
年
前
に
父
か
ら

会
社
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。年
間
３
０
０
㌧
の

ト
マ
ト
を
生
産
し
、完
熟
ト
マ
ト
の
み
を
収
穫

し
た「
松
島
と
ま
と
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
光
の
透
過
率
が
高
い
オ
ラ
ン
ダ
式

の
全
面
ガ
ラ
ス
温
室
で
す
。温
度
な
ど
の
栽

培
環
境
情
報
を
設
定
す
る
こ
と
で
、太
陽
光

　

松
島
町
磯
崎
の
有
限
会
社
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
松
島
で
は
、１
万
４
０
０
㎡

で
主
に
ト
マ
ト
を
栽
培
。栽
培
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化

炭
素
）濃
度
の
管
理
や
養
液
の
自
動
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

や
温
度・湿
度
を
感
知
し
て
天
窓
や
カ
ー
テ
ン

の
開
閉
、日
射
比
例
潅
水
が
自
動
で
作
動
し

ま
す
。ま
た
、培
地
に
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
殻
を
細

か
く
砕
い
た
ヤ
シ
ガ
ラ
と
ロッ
ク
ウ
ー
ル
を
使

用
し
、養
液
栽
培
を
行
って
い
ま
す
。

　

施
設
内
で
は
、加
温
の
必
要
を
セ
ン
サ
ー

が
感
知
す
る
と
鉄
管
に
温
水
が
流
れ
、温
度

や
Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）濃
度
を
生
育
に
適

し
た
環
境
に
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、数
値
が

目
に
見
え
て
生
育
環
境
を
管
理
で
き
て
い
ま

す
。剪
定
や
収
穫
作
業
に
注
力
す
る
こ
と
で
、

生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、「
松
島
と
ま
と
」を
多
く
の
方
に
食

べ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、販
売
す
る
店

頭
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
って
い
ま
す
。今
後
も

ス
マ
ー
ト
農
業
を
生
か
し
、お
い
し
い
ト
マ
ト

を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「安定した品質と生産量を意識して生産している」と内海さん

有限会社サンフレッシュ松島
代表取締役

  内
う ち み

海  孝
た か

 則
の り

 さん（34）

松島町

培地には養液を自動的に流している

天窓は太陽光を感知して自動開閉

生
産
性
を
高
め
た
い

   
栽
培
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

栽培管理システムを使用し生産性の向上につなげている
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これからよろしくお願いします　職  員  人  事　これまでお世話になりました

本
　
　
　
所	

第
二
事
業
部
次
長	

松
　
田
　
敬
　
一

県
南
支
所	

建
物
農
機
具
課
建
物
共
済
係
長	

本
　
郷
　
沙
　
織

県
南
支
所	

収
入
保
険
課
副
主
事	

相
　
澤
　
萌
　
花

中
央
支
所	

農
産
課
審
査
役	

上
　
野
　
広
　
貴

中
央
支
所	

家
畜
課
課
長
補
佐	

髙
　
橋
　
　
　
勉

県
北
支
所	

果
樹
園
芸
課
園
芸
施
設
共
済
係
長	

佐
々
木
　
幸
　
夫

■
参
　
　
　
事	

	

後
　
藤
　
秀
　
樹

■
監
　
査
　
室	

室
　
長	

櫻
　
井
　
裕
　
悦

■
総
　
務
　
部	

部
　
長	

千
　
葉
　
良
　
博

	

次
　
長	

宮
　
路
　
　
　
弥

　
　
　
総
務
課	

課
　
長	

金
山
澤
　
幸
　
雄

　
　
　
人
事
課	

課
　
長（
兼
）	

千
　
葉
　
良
　
博

　
　
　
経
理
課	

課
　
長	

高
　
橋
　
　
　
敏

　
　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課	

課
　
長	

庄
　
子
　
重
　
晴

　
　
　
企
画
広
報
課	

課
　
長	

佐
々
木
　
亜
希
子

■
第
一
事
業
部	

部
　
長	

三
　
澤
　
栄
　
二

	

次
　
長	

及
　
川
　
高
　
史

　
　
　
収
入
保
険
課	

課
　
長	

松
　
村
　
昭
　
宏

　
　
　
農
産
園
芸
課	

課
　
長	

加
　
藤
　
光
　
城

■
第
二
事
業
部	

部
　
長	

長
　
江
　
達
　
哉

	

次
　
長	

宮
　
嶋
　
　
　
亮

　
　
　
家
畜
課	

課
　
長	

原
　
　
　
英
　
博

　
　
　
家
畜
診
療
課	

課
　
長	

坂
　
井
　
　
　
靖

　
　
　
建
物
農
機
具
課	

課
　
長	

齋
　
藤
　
邦
　
芳

■
県
南
支
所	

支
所
長	

渋
　
谷
　
志
　
郎

　
　
　
総
務
課	

課
　
長	

小
　
中
　
早
　
苗

　
　
　
収
入
保
険
課	

課
　
長	

村
　
上
　
一
　
郎

　
　
　
農
産
課	

課
　
長	

宍
　
戸
　
　
　
亮

　
　
　
果
樹
園
芸
課	

課
　
長	

菅
　
野
　
幹
　
雄

　
　
　
家
畜
課	

課
　
長	

松
　
浦
　
喜
美
男

　
　
　
建
物
農
機
具
課	

課
　
長	

門
　
間
　
浩
　
泰

■
中
央
支
所	

支
所
長	

村
　
上
　
裕
　
由

	

次
　
長	

髙
　
橋
　
良
　
博

　
　
　
総
務
課	

課
　
長	

高
　
橋
　
克
　
彦

　
　
　
収
入
保
険
課	

課
　
長	

佐
　
藤
　
秀
　
俊

	

班
　
長	

伊
　
藤
　
進
　
一

　
　
　
農
産
課	

課
　
長	

工
　
藤
　
新
　
喜

　
　
　
果
樹
園
芸
課	

課
　
長	

沼
　
田
　
　
　
博

　
　
　
家
畜
課	

課
　
長	

目
　
黒
　
　
　
浩

	

班
　
長	

本
　
田
　
茂
　
樹

　
　
　
建
物
農
機
具
課	

課
　
長	

大
　
友
　
勝
　
昭

■
県
北
支
所	
支
所
長	

榊
　
原
　
靖
　
視

	

次
　
長	

今
　
野
　
英
　
治

　
　
　
総
務
課	

課
　
長	

本
　
田
　
　
　
勝

　
　
　
収
入
保
険
課	

課
　
長	
千
　
葉
　
貴
　
俊

　
　
　
農
産
課	

課
　
長	
推
　
野
　
圭
　
司

	

班
　
長	

木
　
村
　
忠
　
敏

　
　
　
果
樹
園
芸
課	

課
　
長	

稲
　
葉
　
　
　
健

　
　
　
家
畜
課	

課
　
長	

佐
　
藤
　
泰
　
博

	

班
　
長	

及
　
川
　
明
　
弘

　
　
　
建
物
農
機
具
課	

課
　
長	

木
　
村
　
弘
　
実

	

班
　
長	

熊
　
谷
　
隆
　
弘

	

班
　
長	

熊
　
谷
　
裕
　
光

【
県
南
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
】

	

所
　
長	

河
　
野
　
充
　
彦

　
　
　
診
療
課	

課
　
長（
兼
）	

河
　
野
　
充
　
彦

　
　
　
損
防
課	

課
　
長（
兼
）	

河
　
野
　
充
　
彦

　
　
　
庶
務
課	

課
　
長	

石
　
川
　
瑞
　
子

【
中
央
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー(

兼)

家
畜
診
療
研
修
所
】

	

所
　
長	

川
　
名
　
晶
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
次
　
長	

加
　
納
　
茂
　
太
）

　
　
　
診
療
指
導
課	

課
　
長	

馬
　
場
　
久
美
子

　
　
　
損
防
指
導
課	

課
　
長（
兼
）	

馬
　
場
　
久
美
子

　
　
　
庶
務
課	

課
　
長（
兼
）	

川
　
名
　
晶
　
子

【
中
央
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
古
川
支
所
】

	

次
　
長	

加
　
納
　
茂
　
太

　
　
　
診
療
課	

課
　
長	

髙
　
橋
　
知
　
也

　
　
　
損
防
課	

課
　
長（
兼
）	

髙
　
橋
　
知
　
也

　
　
　
庶
務
課	

課
　
長（
兼
）	

加
　
納
　
茂
　
太

【
県
北
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
】

	

所
　
長	

八
　
島
　
　
　
正

　
　
　
診
療
課	

課
　
長	

黒
　
岩
　
朋
　
子

　
　
　
損
防
課	

課
　
長（
兼
）	

黒
　
岩
　
朋
　
子

　
　
　
庶
務
課	

課
　
長（
兼
）	

八
　
島
　
　
　
正

【
役
職
定
年
】

本
　
　
　
所	

第
二
事
業
部
家
畜
診
療
課
家
畜
診
療
係
長

	
	

後
　
藤
　
浩
　
弥

本
　
　
　
所	

第
二
事
業
部
建
物
農
機
具
課
農
機
具
共
済
係
長

	
	

千
　
葉
　
勝
　
彦

県
北
支
所	

建
物
農
機
具
課
建
物
共
済
係
長	

櫻
　
　
　
正
　
廣

【
再
雇
用
】

中
央
支
所	

果
樹
園
芸
課
専
門
員	

上
　
野
　
広
　
貴

中
央
支
所	

家
畜
課
専
門
員	

髙
　
橋
　
　
　
勉

中
央
支
所	

収
入
保
険
課
副
主
事	

和
　
泉
　
　
　
凛

中
央
支
所	

農
産
課
副
主
事	

山
　
本
　
竜
　
綺

県
北
支
所	

農
産
課
副
主
事	

日
　
詰
　
美
　
優

県
南
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

	

診
療
課
技
師	

鈴
　
木
　
史
　
花

中
央
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
兼
家
畜
診
療
研
修
所

	

診
療
指
導
課
技
師	

鳥
　
越
　
　
　
歩

中
央
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
古
川
支
所

	

診
療
課
技
師	

保
　
坂
　
采
　
耶

県
北
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

	

診
療
課
技
師	

小
　
川
　
花
　
奈

令
和
8
年
3
月
31
日
付
け
で
6
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た

令
和
8
年
4
月
1
日
付
け
の
人
事（
管
理
職
の
み
掲
載
）

令
和
8
年
4
月
1
日
付
け
で
５
人
の
職
員
を

役
職
定
年
・
再
雇
用
し
ま
し
た

令
和
8
年
4
月
1
日
付
け
で
7
人
の
職
員
を

新
規
採
用
し
ま
し
た

本　　所

県北支所

中央支所 県南支所

家畜診療センター

全
３
議
案
が
可
決
承
認

第21回臨時総代会開催

【
第
１
号
議
案
】

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
「
農
業
共
済
組
合
の
模
範
定
款
例
」が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
本
組
合
定
款
の
一
部
変
更
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
２
号
議
案
】

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
「
農
業
共
済
組
合
の
模
範
事
業
規
程
例
」が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
一
部
変
更
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

①�

園
芸
施
設
共
済
の
共
済
目
的
の
文
言
等
の
修
正

②�

園
芸
施
設
共
済
の
復
旧
等
の
通
知
期
間
の
条
件

付
き
再
延
長

③�

農
作
物・果
樹・畑
作
物
共
済
の
共
済
金
支
払

に
係
る
公
告
の
削
除

④�

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

⑤�

農
機
具
損
害
共
済
の
共
済
金
額
の
限
度
額
を

３
０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ

【
第
３
号
議
案
】

家
畜
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の

設
定
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
４
月
１
日
以
後
に
共
済
掛
金
期
間

が
開
始
す
る
共
済
関
係
か
ら
適
用
す
る
危
険
段

階
別
共
済
掛
金
率
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
組
合
で
は
令
和
８
年
３
月
24
日
、第
21
回
臨

時
総
代
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
大
場
組
合
長
が「
生
産
基
盤

を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化
し
て
い
る
が
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
で
き
る
限
り
無
保
険
者
を
出
さ
な

い
よ
う
、農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

一
翼
を
担
って
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
代
１
７
６
人（
本
人
15
人
、書
面
１
６
１
）の

出
席
で
、大
崎
地
区
の
笠
原
功
総
代
を
議
長
に
選

出
し
、理
事
か
ら
提
出
の
あった
３
議
案
につい
て
審

議
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

県南支所 中央支所 県北支所

開会のあいさつを述べる大場組合長理事

議長を務めた笠原功総代

オンラインにより開催

承
認
さ
れ
た
議
案
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えだまめは、
全相殺方式（白色申告）
だけ加入できます

  そばの全相殺方式は、
最大で８割補償です

　

保
険
期
間
開
始
日
後
に
次
の
事
由
が
生
じ
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。通
知
が
遅
れ
た
場

合
は
保
険
金
等
の
支
払
が
免
責
と
な
り
減
額
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

作
付
け
後
１
カ
月
以
内
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ご
連
絡
い
た
だ
く
内
容

□
栽
培
す
る
農
作
物
の
種
類

□
栽
培
面
積
お
よ
び
経
営
面
積

□ 

作
付
時
期

□
収
穫
時
期

（
例
）●
米
か
ら
大
豆
に
変
更
し
た
場
合

　
　
●

ダ
イ
コ
ン
を
ニ
ン
ジ
ン
に
変
更
し
た
場
合

　
主
な
事
故
発
生
要
因

　
ご
連
絡
い
た
だ
く
内
容

□
事
故
が
発
生
し
た
農

　
産
物
の
種
類

□
事
故
の
発
生
年
月
日

□
事
故
の
種
類

□
事
故
の
詳
細

□
数
量（
収
入
）減
少
の

　
割
合
の
見
込
み

　

作
付
け
し
て
い
る
農
作
物
が
災
害
等
に
よ
り
１
割
以
上
の
収
入
減
少
が

見
込
ま
れ
る
事
故（
被
害
）が
発
生
し
た
際
は
、遅
滞
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

価
格
低
下
等
の
通
知
も
忘
れ
ず
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

事
故
が
発
生
し
た
際
の
通
知

収
入
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

早
め
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

収入
保険

大豆
共済

そば
共済

園芸施設
共済

　

近
年
異
常
気
象
が
発
生
し
て
お
り
、強
風
・
降
ひ
ょ
う
等
の

被
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

対
す
る
備
え
と
し
て
、園
芸
施
設
共
済
へ
の
ご
加
入
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
補
償
を
充
実
さ
せ
た
い
」、「
掛
金
を
安
く
抑
え
た

い
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
加
入
内
容
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
支
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

近
年
異
常
気
象
に
よ
り
、大
豆・そ
ば
に
多
大
な
被
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。河
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
や
局
地
的
な

大
雨
、ま
た
高
温
の
影
響
か
ら
生
育
不
良
が
発
生
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。も
し
も
の
備
え

と
し
て
、大
豆
共
済
・
そ
ば
共
済
へ
の
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。申
し
込
み
は
６
月
10
日
ま
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

種類 引受方式
（補償割合） 補償内容と加入要件

大豆

全相殺方式
（９割 ８割 ７割）

　過去実績等により設定した基準収穫量の最大９割を補
償します（増収分を加味します）。ＪＡ等出荷先の出荷資料
または税申告の関係書類のいずれか１年分以上が必要で
す。（白色申告の場合は３年以上）

半相殺方式
（８割 ７割 ６割）

　現地評価により基準収穫量の最大８割を補償します（増
収分は加味しません）。加入要件は10a以上作付けしている
ことのほかはありません。

大豆
そば

地域インデックス方式
（９割 ８割 ７割）

　市町村統計データをもとに共済金を計算します。そのた
め、加入者個人の減収があったとしても共済金が支払われ
ないことがあります。

そば
全相殺方式

（８割 ７割 ６割）

　大豆共済の全相殺方式と同じで、過去実績等により設定
基準収穫量の最大８割を補償します。ＪＡ等出荷先の出荷
資料または税申告の関係書類のいずれか１年分以上が必
要です。

大豆共済・そば共済が選択できる引受方式・補償内容など

強
風
や
降
ひ
ょ
う

等
に
備
え
て

加
入
申
し
込
み
は
６
月
10
日
ま
で

加入できるもの
 特定園芸施設

 【本体+被覆材】
農作物を栽培するためのプラスチック
ハウス、ガラス室、雨よけ施設、多目的
ネットハウス

●�所有または管理するハウスの設置面積が0.5a以上（ガラス室は
0.25a以上）の方が加入できます。

●�ハウスが複数棟ある場合は、そのすべてについて加入する必要が
あります。（ただし、耐用年数の2.5倍以上を経過したハウスおよび
他保険に加入しているハウスについては加入から除外できます）

※�格納庫や作業場など、農作物の栽培を目的としていないハウスは加入できません。
※�管理するハウスを加入する場合、現状回復義務を負っていない場合は、加入できません。

収入保険のスケジュール例（保険期間が１月１日～12月31日の場合）

 令和8年（保険期間）
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 3月～

 令和9年（保険期間終了後）

営農計画の変更

変更の作物を作付け後１カ月以内にご連絡ください

●主食用米の作付けを増やした　 ●花きの回転を１回減らした
●野菜の品目を変更した　●単価の高い品種に切り替えた　等

事故発生の連絡

遅滞なく事故の発生状況をご連絡ください

●猛暑で高温障害が発生した場合　 ●けがや病気で収穫ができない場合
●豪雨でほ場が冠水した場合　●市場価格が低下した場合　等

！

！

※令和８年分に保険金等が発
生する見込みのある方は予
定される保険金等の金額を
令和８年の雑収入として税
務申告していただきます。

保険金等の見積

※確定申告後の税務申告書類を税務
申告期限の日から１カ月以内に最
寄りの支所にご提出ください。

　保険金等を請求した場合は、全
国連合会より保険金等が支払わ
れます。

保険期間の実績申告

自然災害や病虫害、鳥獣害
による被害

市場価格が下がった

けがや病気で収穫が
できない

災害で作付不能になった

　

い
ず
れ
も
３
年
連
続
で
連
絡
が
遅
れ
る
と
、４
年
目
の
契
約
は
解
除
と
な

り
、保
険
料
お
よ
び
事
務
費
の
返
還
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

作
付
面
積
や
作
物
を
変
更
し
た
場
合
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家畜
共済

〔改定前〕

〔改定後〕

0 2 4 6 8-10
0

5,000

10,000

15,000

-8 -6 -4 -2 10

（円）

危険段階区分

組合員負担掛金（今回改定掛金率）
組合員負担掛金（前回改定掛金率）

組
合
員
負
担
掛
金

差額
891円

0段階
6,216円

0段階
5,325円

令和８年夏の熱中症等対策声かけ期間
　　　　　　　　　　　　　（７月１日～９月30日）

〈
県
　
内
〉

渥
　
美
　
孝
　
雄	

（
仙
台
市
）

石
　
川
　
則
　
彦	

（
蔵
王
町
）

一
　
條
　
俊
　
浩	

（
涌
谷
町
）

伊
　
東
　
和
　
典	

（
栗
原
市
）

遠
　
藤
　
貴
　
平	

（
加
美
町
）

大
　
石
　
武
　
志	

（
山
元
町
）

小
　
熊
　
智
　
和	

（
大
河
原
町
）

金
　
田
　
義
　
之	

（
仙
台
市
）

川
　
崎
　
忠
　
二	

（
登
米
市
）

菅
　
野
　
芳
　
男	

（
大
郷
町
）

日
　
下
　
勝
　
彦	

（
登
米
市
）

熊
　
谷
　
敏
　
信	

（
栗
原
市
）

小
　
谷
　
　
　
清	

（
涌
谷
町
）

小
　
山
　
真
　
琴	

（
仙
台
市
）

今
　
野
　
清
　
勝	

（
大
和
町
）

齋
　
藤
　
正
　
壽	

（
加
美
町
）

佐
　
郷
　
重
　
徳	

（
大
崎
市
）

佐
々
木
　
弘
　
志	

（
大
崎
市
）

佐
　
竹
　
寿
　
弘	

（
栗
原
市
）

佐
　
藤
　
こ
ず
え	

（
仙
台
市
）

佐
　
藤
　
砂
登
史	

（
登
米
市
）

佐
　
藤
　
泰
　
平	

（
大
崎
市
）

佐
　
藤
　
尚
　
樹	

（
登
米
市
）

佐
　
藤
　
秀
　
麿	

（
石
巻
市
）

澁
　
谷
　
亮
　
平	

（
加
美
町
）

首
　
藤
　
　
　
正	

（
石
巻
市
）

菅
　
原
　
真
　
哉	

（
登
米
市
）

鈴
　
木
　
啓
　
司	

（
美
里
町
）

鈴
　
木
　
正
　
一	

（
大
崎
市
）

高
　
橋
　
清
　
治	

（
大
崎
市
）

高
　
橋
　
聖
　
大	

（
仙
台
市
）

髙
　
橋
　
孝
　
徳	
（
南
三
陸
町
）

瀧
　
本
　
悠
　
介	
（
仙
台
市
）

田
　
中
　
　
　
裕	

（
栗
原
市
）

千
　
葉
　
正
　
寛	

（
登
米
市
）

張
　
　
　
雄
　
貴	

（
仙
台
市
）

戸
　
羽
　
も
え
こ	

（
気
仙
沼
市
）

沼
　
津
　
敬
　
治	

（
美
里
町
）

沼
　
邊
　
　
　
孝	

（
白
石
市
）

平
　
野
　
哲
　
夫	

（
大
崎
市
）

平
　
間
　
拓
　
栄	

（
蔵
王
町
）

福
　
島
　
絵
利
子	

（
登
米
市
）

堀
　
　
　
仁
　
美	

（
蔵
王
町
）

水
　
沼
　
敏
　
男	

（
丸
森
町
）

武
　
蔵
　
昌
　
文	

（
大
崎
市
）

村
　
山
　
勇
　
雄	

（
柴
田
町
）

望
　
月
　
崇
　
弘	

（
仙
台
市
）

森
　
重
　
大
　
作	

（
仙
台
市
）

谷
　
津
　
　
　
實	

（
白
石
市
）

梁
　
川
　
和
　
代	

（
登
米
市
）

横
　
田
　
明
　
子	

（
東
松
島
市
）

渡
　
邊
　
昭
　
夫	

（
大
崎
市
）

〈
県
　
外
〉

石
　
田
　
友
里
絵	

（
兵
庫
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　  

五
十
音
順
、
敬
称
略

令
和
8
年
度
指
定
獣
医
師
を
紹
介
し
ま
す

（
　
）内
は
診
療
施
設
の
所
在
地
で
す
。

農機具
共済

乗用型
トラクター
53人（18％）

その他
26人
（9％）

その他
 18人
 （6％）

農用運搬車
26人（9％）

熱中症
59人（21％）

ほ場、道路からの転落
19人（7％）

稲わら焼却中等の火傷
12人（4％）

自脱型コンバイン
17人（6％）

動力防除機
11人（4％）

歩行型
トラクター
11人（4％）

草刈機
7人（2％）農用高所作業機 5人（2％）

287人

農業機械作業に
係る事故
156人（54%）

農業用施設作業に係る事故
15人（5%）

機械・施設以外の
作業に係る事故
116人（41%）

木等の高所からの
転落 8人（3％）

　

農
林
水
産
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
令
和
６
年
の
農
作
業
死
亡
事

故
の
発
生
状
況
を
見
る
と
、死
亡
者
数
は
全
国
で
２
８
７
人
と

な
り
、前
年
よ
り
50
人
以
上
増
え
て
い
ま
す
。

　

機
種
別
で
は「
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
」に
よ
る
事
故
が
最
も
多
く

53
人
、次
い
で「
農
用
運
搬
車（
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
）」が
26
人
、

「
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
」が
17
人
と
３
機
種
で
農
業
機
械
作
業
に

係
る
事
故
の
61
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。「
熱
中
症
」も
59
人
と

多
く
発
生
し
て
お
り
、予
防
・
対
策
が
重
要
で
す
。

防
ご
う
！
農
作
業
死
亡
事
故

　
要
注
意
！
熱
中
症

　

農
作
業
中
の
死
亡
事
故
は
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。正
し
い
安
全
知
識
を
身
に
付
け
、未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

農林水産省HPより

要因別の死亡事故発生状況（令和６年）

乗るときは
安全フレームを
立てる！

危険箇所では減速・迂回を！

７月、８月は
特に注意！

県内では毎年20人超が
農作業中の熱中症で救
急搬送されています

体が暑さに慣れていない
初夏も要注意！

防ごう
農作業
死亡事故

宮城県  農作業安全確認運動展開中！

農林水産省  農作業安全ステッカー

農林水産省  農作業安全ステッカー

シートベルト・ヘルメットの着用を徹底！

令和８年農作業安全確認運動スローガン

徹底しよう！農業機械の転落・転倒対策

スローガン

いのちをうばう、夏のひとり作業

４
月
か
ら
家
畜
共
済
掛
金
率
等
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

改定前と改定後でどのくらい差があるの？
危険段階区分ごとの組合員負担掛金（例）

変 更 後変 更 前

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
改
定

　

共
済
掛
金
率
は
、

３
年
ご
と
に
改
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、令
和
８
年
４

月
以
降
の
加
入
か
ら

改
定
後
の
危
険
段
階

別
共
済
掛
金
率
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

育成肥育牛（満10月齢  評価額597千円）１頭あたり
死亡廃用共済：オールリスク・子牛選択あり・付保割
合80％の場合
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家
畜
診
療
点
数
表
の
改
定

　

家
畜
診
療
点
数
表
と
は
、組
合
員
等
が
負
担
す
べ
き
費
用

を
検
査
や
技
術
料
な
ど
種
別
ご
と
に
点
数
化
し
て
国
で
定

め
て
い
る
表
で
す
。

　

３
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、今
回
の

改
定
で
は
、診
療
費
や
資
材
費
の
上
昇
を
反
映
し
て
、点
数

全
体
が
約
10
％
引
き
上
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

病
傷
事
故
共
済
金
代
理
受
領
委
任
状

の
取
り
扱
い
の
変
更

　

指
定
獣
医
師
へ
診
療
を
依
頼
し
病
傷
事
故
診
断
書（
カ
ル

テ
）を
組
合
へ
提
出
す
る
場
合
、月
ご
と
に
病
傷
事
故
共
済

金
代
理
受
領
委
任
状
の
提
出
が
必
要
で
し
た
が
、令
和
８
年

４
月
１
日
よ
り
、指
定
獣
医
師
一
人
に
つ
き
一
枚
の
様
式
を

組
合
員
等
の
掛
金
期
間
ご
と
に
一
度
提
出
す
る
取
扱
い
に
変

更
と
な
り
ま
す
。様
式
に
つ
き
ま
し
て
も
下
記
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、新
し
い
様
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、診
療
費
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、指
定
獣
医
師
よ
り
交

付
さ
れ
る
病
傷
事
故
診
断
書
の
写
し
と
、診
療
の
都
度
交
付

さ
れ
る
診
療
種
別
等
通
知
書
を
確
認
い
た
だ
き
、通
知
書
に

つ
き
ま
し
て
は
、３
年
間
の
保
管
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



石巻市

ピックアップニュース
Pick Up News

長者原サービス
エリア下り

47

108
347

4

化女沼

古川IC

長者原
スマートIC

266

165

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

↑
築
館
IC

古
川
駅
↓

陸羽東線

ちょこっと

ぶらり

1市内を中心に活動するキッチンカーの前で道知さんと有輝さん　2ビターなチョコと塩味が引き立つホワイトチョコ
3パッケージの「焼き芋屋が作る」が自信の表れ　4ねっとり感を味わえる〝あめ色〟の干し芋

431

2

　

石
巻
市
河
北
地
区
の
渋
谷
道
知
さ
ん（
58
）

と
息
子
の
有
輝
さ
ん（
25
）は
、令
和
５
年
か

ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
・
加
工
・
販
売
を
行

い
、焼
き
芋
な
ど
の
商
品
は「
甘
く
て
ね
っ
と

り
し
て
お
い
し
い
」と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

渋
谷
さ
ん
親
子
は
、露
地
50
㌃
で「
紅
は

る
か
」や「
ほ
し
あ
か
ね
」「
ほ
し
こ
が
ね
」な

ど
５
品
種
を
栽
培
。焼
き
芋
や
大
学
芋
な

ど
を
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
販
売
す
る
ほ
か
、道

の
駅
や
ス
ー
パ
ー
に『
上じ
ょ
う
ぼ
ん品
ポ
テ
ト
』の
ブ

ラ
ン
ド
名
で
干
し
芋
や
サ
ツ
マ
イ
モ
チ
ッ

プ
ス
を
納
品
し
、販
路
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

焼
き
芋
や
大
学
芋
は
、甘
さ
と
食
感
を

引
き
出
す
た
め
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
中
心
部

が
70
度
に
な
る
よ
う
過
熱
し
て
い
ま
す
。

道
知
さ
ん
は「
70
度
は
で
ん
ぷ
ん
が
糖
に

変
化
し
や
す
い
温
度
。低
温
で
も
、大
学

芋
の
表
面
は『
カ
リ
ッ
』と
仕
上
げ
て
い
ま

す
」と
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
話
し
ま
す
。

　

道
知
さ
ん
は
作
業
委
託
し
て
い
る
米
農

家
で
す
が
、農
業
へ
の
関
心
か
ら
、独
学
で

さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

上じ
ょ
う
ぼ
ん品
ポ
テ
ト
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

大
北
産
業　

 

渋し

ぶ

や谷 

道み
ち
と
も知

さ
ん
・
有ゆ

う

き輝
さ
ん

そ
の
中
で
、サ
ツ
マ
イ
モ
が
道
知
さ
ん
の
農

業
イ
メ
ー
ジ
に
合
い
、専
門
学
校
生
だ
っ
た

有
輝
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
令

和
４
年
に
兼
業
で
栽
培
し
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
レ
ン
タ
ル
し
て
販
売
し
ま
し
た
。

　

道
知
さ
ん
は
、翌
年
に
勤
務
先
を
退
職
。

卒
業
し
た
有
輝
さ
ん
も
合
流
し
、親
子
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、筋
状
に
チ
ョ
コ
を

か
け
た
サ
ツ
マ
イ
モ
チ
ッ
プ
ス
２
種
も
で

き
ま
し
た
。今
年
は
栽
培
面
積
を
１
㌶
に

増
や
す
計
画
で
、「
芋
け
ん
ぴ
や
、冷
め
て

も
お
い
し
い
大
学
芋
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
」と
意
欲
的
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

大
北
産
業

電　
　

話　

０
９
０（
４
８
８
７
）０
１
４
６

『
上
品
ポ
テ
ト
』の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

   https://w
w

w
.ookitasangyo.com

通
販
サ
イ
ト『
お
芋
の
つ
ぶ
や
き
』

　

   https://ec.ookitasangyo.com

※
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
情
報
は

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

２
月
19
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｌ
Ｌ　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｊ
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
」で
は
、

地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、県

産
ブ
ラ
ン
ド
食
材
を
使
用
し
た
本

格
グ
リ
ル
料
理
を
中
心
に
提
供
。

地
元
の
お
い
し
い
お
肉
を
気
軽
に

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
も
充
実
し

て
お
り
、定
番
の
お
土
産
の
ほ
か
、

県
内
で
も
一
部
の
店
舗
で
し
か
買

え
な
い
県
内
の
名
産
品
や
特
産
品

を
数
多
く
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

東北自動車道
長者原サービスエリア下り
住　　所	 大崎市古川宮沢字金堀場26
電　　話	 ０２２９−２８−３７３７
営業時間	� 24時間（フードコード・ショッピ

ングコーナー）
　　　　 ※�レストラン は

HP等でご確認
ください

　
「
長
者
原
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
下

り
」は
、古
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
盛
岡
方

面
に
向
か
っ
て
車
で
10
分
の
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。周
辺
に
は
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ

た
化
女
沼
、敷
地
内
に
は
公
園
や

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
完
備
し
た
自
然
豊

か
な
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
す
。ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
併
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、一
般
道
に
は
12
台

停
め
ら
れ
る
駐
車
場
が
設
け
ら
れ

て
い
て
、高
速
道
路
を
利
用
し
な

く
て
も
入
場
で
き
る
ア
ク
セ
ス
の

よ
さ
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

ド
ラ
イ
ブ
の
休
憩
に
立
ち
寄
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、食
事
や
買
い
物
、

ペ
ッ
ト
の
散
歩
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
楽
し
み
方
が
で
き
る
長
者
原

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
下
り
に
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

レストランの看板メニュー「仙台牛デミグラ
スハンバーグ」

広大なドッグラン

小型犬専用エリアとフリーエリアが
あります

加美町宮崎

阿
あ べ

部 三
み つ る

鶴 さん（46）

共済部長歴４年
損害評価員歴４年

　水稲40㌃を栽培している兼業農家です。共済部長
になりたてのころは、広報紙配布の際に組合員の家
も分からず苦労しました。今は効率よく配布できて
います。組合員さんは、農業の大先輩ばかりで、よく
お話も聞いてくれます。
　共済部長は農家とＮＯＳＡＩの橋渡しとなる仕事
なので、今後も協力していきたいと思っています。

岩沼市長岡

長
お さ だ

田 健
けんいち

一 さん（67）

共済部長歴９年

　繁殖用親牛13頭と子牛９頭を飼育しています。１人
での作業なので、現状の規模を維持し安定した畜産
を継続したいです。今後は、農業機械を増やして体
の負担を減らしていきたいと思っています。
　長岡地区は、法人への集約が進んでいるため農家
戸数は減少していますが、その分細かい対応を心掛
けています。今後も変わらずに集落とＮＯＳＡＩのパ
イプ役を果たしていきたいです。

中央支所 県南支所

大
崎
市

長ち
ょ
う
じ
ゃ
は
ら

者
原

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
下
り

宮城の魅力を発信
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8

C

5

B

パズル制作：エッグハウス：takao

31 2

①クロスワードの
　答え
②郵便番号・住所
③氏名　④年齢
⑤電話番号
⑥NOSAIや広報紙
　に対するご意見など

9 8 9 6 3 2 1

うら おもて

大崎市三本木
字大豆坂24-3

NOSAI宮城
本所広報係 行

859 1 6 3 4 2 7 5 8
7 3 8 1 5 6 4 9 2
2 5 4 8 9 7 6 3 1
4 7 5 6 1 8 3 2 9
3 8 1 9 2 4 5 6 7
6 2 9 5 7 3 1 8 4
8 4 3 7 6 9 2 1 5
5 6 7 2 8 1 9 4 3
1 9 2 4 3 5 8 7 6

お父さん 拓
た く や

也さん

　

お母さん ひろみさん

  冨
と み た

田　ゆりかちゃん（8）

拓
ひ ろ と

杜くん（7）　　和
あ い き

暉くん（4）

お し ら せ

おいしい
お米を

作ってね！

応募方法
記 入 例

　はがきに記入
例のとおり明記の
上、ご応募くださ
い。正解者の中
から抽選で、10人
の方にクオカード
を差し上げます。

●〆切  2026年7月17日（金）
	 〈当日消印有効〉

　

Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き
に
勤
め
て
３
年
目
に
な
り

ま
す
。

　

窓
口
に
来
店
さ
れ
る
お
客
さ
ま
に
思
い
や
り

を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ
た
と
き
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

趣
味
は
旅
行
と
ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と
で
す
。

最
近
で
は
東
京
へ
推・
・し
の
ラ
イ
ブ
に
行
き
、東
京

観
光
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
趣
味
を
楽
し
み
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
心
身
で
、お
客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
て
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

お
客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
て 石巻市

       平
ひらつか

塚 咲
さ く ら

良 さん

　

わ
た
し
の
パ
パ
は
「
ア
グ
リ
と
み
た
」
と
い

う
会
社
で
お
米
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
も
草
と
り
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
生
き
物
が
好
き
で
、
田
植
え
の
と

き
は
田
ん
ぼ
で
ど
じ
ょ
う
や
カ
エ
ル
を
捕
ま

え
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
お
に
ご
っ
こ
を
し
た

り
、
お
う
ち
で
は
弟
た
ち
と
お
外
で
遊
ん
だ

り
と
楽
し
い
で
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
ケ
ー
キ

屋
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
み
ん
な
で
元
気
に
楽

し
く
過
ご
そ
う
ね
。

生
き
物
が
大
好
き

涌
谷
町

富と

み

た田 

ゆ
り
か

パズル制作：エッグハウス

1 漢字で「陸蓮根」などと表記する野菜。
2商売で売れ行きの良い時。○○○○時。
3偶然にも良い結果に。○○の功名。
4イギリス英語で「映画」や「映画館」のこと。
6名前や所属などを一覧にまとめたもの。会員○○○。
8外部の人が会社を訪ねてくること。
⓾思い通りにはいかない。そうは○○○が卸さない。
⓬○○心あれば水心。
⓭入門的な内容。○○○的なミスをしてしまった。
⓯野球帽の「つば」部分を他の言い方で。漢字で「庇」と書きます。
⓱水滴や水分が浮遊している現象。霧よりも薄い。
⓲コロンとした見た目で可愛らしい手○○寿司。

1「卯の花」や「きらず」とも呼ばれる食べ物。
3目に映る自然の眺め。山頂からの○○○。
5アスパラガスは植物のこの部分を食べます。
6色○○○、虫○○○、伊達○○○。
7「○○○○峡」とは、名取川の流が狭くなる秋保温泉の湯元近くにある渓谷。
9弓矢を射るときに狙うところ。
⓫室内の温度を下げる機能。暑くなってきたら適切に利用しましょう。
⓮定食屋さんで出てくる冷たい飲み水のこと。
⓰雑談や世間話のこと。○○○○話。
⓳「海のパイナップル」と称される海産物。宮城県は生産量・消費量全国トッ
　プクラス。
⓴成功して社会的に高い地位を得ること。○○○○出世。

髙　橋　さとみさん（白石市）

大　槻　喜　一さん（角田市）

藤　原　峰　子さん（山元町）

高　橋　　　渉さん（名取市）

浅　野　孝　幸さん（色麻町）

髙　橋　みつ子さん（大崎市）

佐々木　良　一さん（美里町）

高　橋　二代子さん（栗原市）

佐　藤　礼　子さん（栗原市）

井　出　義　子さん（登米市）

62号の当選者
（応募総数は313通でした）

63号の答えと62号の当選者

★当選者は次号に掲載します。

ヒント 初夏に旬を迎える果実

ヨ
コ
の
カ
ギ

  二重ワクのところに入った文字をA〜Eの順に
  並べて、一つの言葉にしてください。

タ
テ
の
カ
ギ

63号のナンバープレース
の答えは

でした。1 5 7

お
た
よ
り
広
場

表紙撮影を終えて

丸森町

有限会社半澤牧場

半
はんざわ

澤 善
よしゆき

幸さん

●
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
す
！
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
【
角
田
市
Ｍ
・
Ｎ
さ
ん
】

●「
わ
が
家
の
味
レ
シ
ピ
」で
ハ
ク
サ
イ
の
新
感
覚
な
利
用
法
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。　　
【
石
巻
市
Ｏ
・
Ｍ
さ
ん
】

●
農
作
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、ト
ラ
ク
タ
ー
は
１
年
通
し
て
使
用

す
る
の
で
気
を
付
け
て
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
安
全
に
心
掛
け

て
い
ま
す
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
大
崎
市
Ｔ
・
Ｋ
さ
ん
】

　

寒
さ
の
中
に
も
春
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
３

月
初
旬
、丸
森
町
舘
矢
間
の
㈲
半
澤
牧
場
に
伺

い
ま
し
た
。

　

現
場
で
は
従
業
員
の
方
々
と
給
餌
作
業
な
ど

の
忙
し
い
中
、対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

畜
産
の
情
勢
は
日
々
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
が
、常
に
畜
産
へ
の
確
固
た
る
熱
意

を
持
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
意
欲

的
な
姿
勢
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

組
合
で
は
、掛
金
等
に
つ
い
て
農
林
水
産
省
お
よ

び
宮
城
県
か
ら
現
金
の
取
り
扱
い
を
な
く
し
、口
座
振

替
に
移
行
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
、共
済
掛
金
等
の

現
金
集
金
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
の
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

家
畜
共
済
の
疾
病
傷
害
共
済
で
は
、家
畜
に
病
傷

事
故
が
発
生
し
獣
医
師
の
診
療
を
受
け
た
場
合
、原

則
と
し
て
立
ち
会
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、受
診
後
は
、診
療
を
行
っ
た
獣
医
師
か
ら
診

療
内
容
等
の
説
明
を
受
け
、診
療
通
知
書
の
交
付
を

受
け
て
３
年
間
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

組
合
で
は
、経
営
移
譲
な
ど
で
加
入
し
て
い
る
共

済
の
名
義
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
、そ
の
日
か
ら
２
週

間
以
内
に「
共
済
関
係
の
権
利
義
務
承
継
申
請
書（
組

合
員
異
動
届
）」の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

各
種
手
続
き
、お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
支
所
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
名
義
変
更
を
お
忘
れ
な
く

（
共
済
関
係
の
権
利
義
務
承
継
申
請
）

家
畜
の
診
療
通
知
書
の
内
容
は

必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
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県北支所

中央支所／本所

県南支所

県北家畜診療センター

中央家畜診療センター
兼 家畜診療研修所

中央家畜診療センター
古川支所

県南家畜診療センター

味
わが
家の　　レシピ

　
　
　
　
  

 H
o m
em
a d e

　　　　　　　　　R e c i p e s 　
　

  

ゆでむき枝豆	 20粒
コーン	 30g
タラのすり身	 200g
ニンニク（お好みで）	 1片
ジャガイモ	 200g
薄力粉または米粉	 20g
卵（卵黄と白身を分ける）	 2個
塩	 適量
水	 適量
サラダ油	 適量

令
和

8年（
2026）夏

号
 N

O
.64

編
集

・
発

行
宮

城
県

農
業

共
済

組
合（

N
O

SA
I宮

城
）

〒
989 -6321 宮

城
県

大
崎

市
三

本
木

字
大

豆
坂

24 -3
TEL 0229 -87 -8281　

FA
X 0229 -87 -8289　

https://w
w

w
.nosaim

iyagi.or.jp/　
 　

川
嶋

印
刷

株
式

会
社

み な
 ご

タラの
すり身揚げ

石巻市

阿
あ べ

部 都
みやこ

さん

表紙や「わが家の味レシピ」「Pick Up News」「絆レター」「さわやかさん」など取材にご協力いただける方を
募集しています。ご協力いただける方は、最寄りの支所へご連絡ください。掲載後に謝礼を進呈します。

  アスパラや大豆、
チーズなどお好みの
具材でアレンジして

みてください

募集中

紹 介 者

本　　所
〒989-6321	大崎市三本木字大豆坂24-3
	 大崎市三本木総合支所4F
☎0229-87-8281㈹

県南支所
〒981-1505 角田市角田字町田113
☎0224-63-2012　0120-059-431

中央支所
〒989-6321	大崎市三本木字大豆坂24-3
	 大崎市三本木総合支所3F
☎0229-87-8271㈹　0120-832-141

県北支所
〒987-0512 登米市迫町森字平柳34-88
☎0220-22-8411㈹　0120-818-413

ホームページ
https://www.nosaimiyagi.or.jp/

県南家畜診療センター
〒989-0731 白石市福岡深谷字桜丘前10
☎0224-25-4565㈹

中央家畜診療センター 兼 家畜診療研修所
〒981-3602 大衡村大衡字平林39-4
☎022-345-2241㈹

中央家畜診療センター 古川支所
〒989-6251 大崎市古川小野字嵐山26-1
☎0229-28-2581㈹

県北家畜診療センター
〒987-0611 登米市中田町浅水字二号416
☎0220-35-2880㈹

❶ジャガイモの皮をむいて、一口大に切り鍋でゆで
る。火が通ったらザルに取り出す。

❷枝豆を粗みじん切りにする。

❸ボウルに❶を入れてマッシュする。❷とコーン、す
り身、薄力粉（米粉）、卵黄、お好みでみじん切り
にしたニンニクを加えて混ぜる。

❹別のボウルで卵の白身を角が立つまで泡立て、
メレンゲをつくる。❸に加え手早く混ぜて塩で味を
ととのえる。

❺❹を２本のスプーンで形を整えながら成形し、180
度の油でキツネ色になるまで揚げたら出来上がり。

材 料〈２〜３人分〉 作 り 方

●�もう一方のスプーンで押し出すように油に入れて
   ください。
●�焦げやすいので揚げるときは気を付けてください。

ポイント「阿部ファーム  みやこ」
石巻市鹿妻南1丁目8-24
〈営業時間〉11 : 30～14 : 00
　※商品がなくなりしだい終了
〈定 休 日〉土日祝

店 情舗 報


